
夏季ドレスコードのお知らせ

全世界的な気候変動を受け、今年は日本でも6月から30℃

を超す気温が観測されています。すでにホームページではお

知らせしておりますが、当クラブでも近年の猛暑による熱中

症予防対策として、夏季プレー時は体温の上昇抑制効果が認

められるシャツの裾出しを可とするドレスコードを設定しまし

た。ただしクラブハウス内ではズボンの中に入れることを推奨

します（女性のオーバーブラウスは除きます）。

またアームカバー・フェースカバーも着用可としますが、クラ

ブハウス内でははずしてください。

プレー前日には十分な睡眠をとり、プレー当日はこまめな水

分摂取、日傘や氷嚢の活用、また茶屋で休憩するなど暑さ対

策に十分配慮し、快適なゴルフプレーをお楽しみください。

プレー中はシャツの裾出しOK
クラブハウス内では
シャツのタックインを推奨

プレー中はフェイスマスクはOK
クラブハウス内では外してください

JGA公式アプリをダウンロードすると
ゴルフ規則にアクセスできます。 【iOS版】 【Android版】

太平洋クラブカスタマーハラスメントに対する基本方針

「実施期間：2025年6月19日（木）～9月30日（火）」

太平洋クラブカスタマーハラスメントに対する基本方針

はじめに

太平洋クラブの経営コンセプトは「Our Club､Our Course」。
一人でも多くの会員様に、「自分たちの大切なクラブであ
る」と思っていただくために、私たちは、いつもお客様に寄
り添い、お客様の期待を超えるサービスを提供することを

目指します。そのため、お客様のご意見・ご指摘には真摯に
かつ誠実に向き合い対応します。他方、カスタマーハラスメ
ントに対しては、従業員の人権および就業環境を著しく害
するものとして、毅然と行動し、組織的に対応します。

太平洋クラブは、ゴルフ事業をはじめとする様々な事業領
域において、お客様に新たな価値を提供し、お客様の人生
にヨロコビを提供することを経営理念としています。この理
念達成のためには従業員の人権が尊重され最大限のパ

フォーマンスを発揮できる安心で快適な環境を確保するこ
とが不可欠だと考えます。このため、太平洋クラブでは「カ
スタマーハラスメントに対する基本方針」（以下「本方針」と
いいます。）を策定しています。

太平洋クラブ  カスタマーハラスメントの定義
本方針は、お客様や取引先などから従業員に対する以下の
行為を適用対象とします。
• お客様または取引先など第三者からの優越的な立場を
　利用した不当な要求や言動であること
• 不法行為に該当する言動や社会通念上許容を超えた言

　動であること
• 従業員の就業環境が害されるおそれがあること
　以上を満たす行為をカスタマーハラスメント行為と判断
　します。

対象となる行為例
• 暴言、大声、侮辱、差別発言、誹謗中傷など
• 脅威を感じさせる言動
• 過剰な要求、不当な要求
• 暴行、器物損壊、その他粗暴な言動など
• 社内情報の持ち出しを強要する行為
• 業務に支障を及ぼす行為（長時間拘束、複数回のクレー   
　ムなど）
• 業務スペースへの立ち入り
• 従業員を欺く行為
• 会社・従業員の信用を棄損させる行為

　（誹謗中傷等を目的とした無断録音・録画データをイン
　ターネット上などへの掲載で流布させること）
• 盗撮、つきまとい、わいせつな行為、卑わいな言動、セク
　シャルハラスメント
• 謝罪の強要・土下座の強要・謝罪文の提出の強要
　上記の定義および行為例は、厚生労働省発行の「カスタ
　マーハラスメント対策企業マニュアル」等を参考に策定
　しています。行為例は例示であり、カスタマーハラスメン
　トはこれらに限定されません。
※厚生労働省「カスタマーハラスメント企業対策」参照

カスタマーハラスメント行為への対応
当社がカスタマーハラスメントに該当する行為と判断した
場合、従業員一人ひとりを守ることを最優先とし、毅然とし
た対応を行ってまいります。
また、カスタマーハラスメントが継続する場合や悪質と判断

した行為については、会員資格等の停止等の懲戒処分や当
社施設の利用禁止措置、取引の停止、実名による公表のほ
か、警察や弁護士等と連携し、民事刑事の制裁を前提とし
て厳正に対応させていただきます。

SNSにおける写真や動画の取り扱いについて

ゴルフコースやゴルフ練習場でのシーンは色映えもよく、頻
繁にSNSに投稿されています。ゴルフ仲間を増やすために
も、またゴルフに関連する情報を集めるためにも有効である
と思います。会員制ゴルフ場では組み合せや競技会で初対面
の会員と出会う機会があり、それをきっかけにSNSで交流を
はじめることも増えていると思います。
このようにSNSは非常に便利なコミュニケーションツールで
ある一方、個人の権利を安易に侵害してしまう危険性があり
ます。SNSでの交流については節度と礼儀を弁えることはも
ちろんのこと、相手のプライバシーや立場に配慮することが
求められます。
自分の姿が勝手にSNSに上がっていたとして不快に思われ
たり、所属クラブや同伴者の顔がはっきり写っていると身元が
特定されやすく、問題に発展することもあります。
また、悪気がなくてもスコアを公表されるのは嫌だという人
も多いと思います。

クラブの格式と会員のプライバシー保護を理由に、ゴルフ
コース内での写真撮影やSNS投稿を原則禁止するなど敏
感な対応を導入しているゴルフコースもあるほどですので、
写真や動画を投稿する際には事前に相手の許可を得て、
無用なトラブルを未然に防止するように心がけてください。
SNSに写真や動画を載せること自体が悪いわけではありま
せんが、「相手の許容範囲を越えない」という気遣いが、会員
制ゴルフ場のようなコミュニティでは特に求められます。
「楽しい思い出を共有したい」気持ちと、「相手のプライバ
シーを尊重する」ことを
両立させる姿勢が、良好
な人間関係ひいては素
晴らしいゴルフライフに
つながります。会員の皆
さまのご配慮とご協力を
お願いいたします。

一般社団法人太平洋クラブ
フェローシップ委員会

0504

天

地

太平洋クラブグループ様「季刊誌 会報2025_vol.34」　定型A4 左無線綴じ
仕上がりサイズ:定型A4 W210×H297 制作サイズ：W426×H303

P04-05中ページ用フォーマット

一般社団法人 太平洋クラブ事務局
フェローシップ委員会
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